
1. マーケット・レート
9月10日 9月11日 9月12日 9月13日 9月14日 Net Chg

USD/BRL Spot 4.0850 4.1530 4.1600 4.2070 4.1730 -0.0340
BRL/JPY Spot 27.20 26.87 26.75 26.60 26.85 +0.25
EUR/USD Spot 1.1595 1.1606 1.1627 1.1690 1.1623 -0.0067
USD/JPY Spot 111.15 111.58 111.28 111.93 112.06 +0.13

6MTH(p.a.) 7.193 7.233 7.224 7.333 7.325 -0.009
1Year(p.a.) 8.032 8.069 8.082 8.252 8.223 -0.029
6MTH(p.a.) 3.954 4.035 3.971 4.050 4.013 -0.037
1Year(p.a.) 4.542 4.566 4.552 4.682 4.620 -0.062

株式 76,436.38 74,656.50 75,124.81 74,686.69 75,429.09 +742.40

CDS 281.10 287.94 285.36 284.70 285.00 +0.31

商品 休場 191.667 193.359 191.406 190.484 -0.923

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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ボルソナロ候補は襲撃事件後、大きく支持率を伸ばせず

今週、大統領選挙に関する支持率調査が発表された。9月6
日のボルソナロ氏襲撃事件後初の調査結果は、ボルソナロ

氏が支持率で首位を保った一方、市場関係者の間で支持率

低下が予想されていた左派候補のゴメス氏、アダジ氏が逆に

支持率を伸ばす結果となり、選挙情勢はますます不透明感を

増している。民衆の絶大な支持を集めるルラ元大統領と同じ

労働党（PT）に属するアダジ氏は、ルラ氏不出馬決定を受

け、今後更に支持率を伸ばす可能性がある。一方、ボルソナ

ロ氏は引き続き重体であり、退院の目処もたっていない。来

週も複数社による世論調査発表を控えており、支持率の変

化に注目が集まっている。
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• 今週のレアルは、大統領選挙に対する不透明感が再浮上する中、8月末に付けた直近安値に迫る4.2台まで下落。
• 今週のレアルは4.0610で寄付き、直後に週間高値4.0550を付けた。大統領選挙に関する世論調査の結果を受けて選挙の行

方に対する不透明感が浮上するとレアルは4.15台に急落。その後、アルキミン氏の新たな汚職に関する報道や、ボルソナロ
候補が新たに緊急手術を行ったとの報道等を受けて同選挙に対する不透明感が再浮上する中、レアル売りが進行。週後半
には週間安値4.2070まで下落した。週末にかけては買い戻しの動きが見られ、結局4.1730で週越。

• 10日発表されたブラジル中銀によるアナリスト予想集計では、2018年の経済成長率予想が1.44%から1.40%へ下方修正された
一方、2019年は2.50%で据え置き。インフレ率予想は2018年が4.16%から4.05%へ下方修正された一方、2019年は4.11%で据え
置かれた。年末の為替レートは2018年が3.80、2019年は3.70でそれぞれ据え置かれた。

• 10日、調査会社Datafolhaが6日（木）のボルソナロ氏襲撃事件後初の大統領選挙に関する世論調査を発表した。結果はボル
ソナロ氏24%（前回比+2%）、ゴメス元財務相13%（同+3%）、シルバ元環境相11%（同▲5%）、アルキミン前サンパウロ州知事10%
（同+1%）、アダジ元サンパウロ市長9%（同+5%）と、襲撃を受けたボルソナロ氏の支持率に著変はなく市場予想に反し、左派候
補が支持率を伸ばす結果となった。

• 11日、労働者党（PT）はルラ元大統領を大統領候補として取り下げることを発表。同氏の代わりに、副大統領候補であった
フェルナンド・アダジ氏を候補とすることを決定した。

• 今週、レアルは一時8月末に伯中銀が介入を実施した4.2台まで下落するも、当局は既存ポジション5.5億ドルのロールオー
バー以外に追加のドル売りスワップ入札を実施しなかった。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：4.10－4.30

国 予想 実績 前回

ブラジル FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-10(前月比) 0.77% 1.20% 0.51%

ブラジル IBGEｻｰﾋﾞｽ部門売上高 前年比 1.8% -0.3% 0.9%

米 小売売上高速報(前月比) 0.4% 0.1% 0.5%

米 鉱工業生産(前月比) 0.3% 0.4% 0.1%

米 設備稼働率 78.2% 78.1% 78.1%

米 ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ 96.6 100.8 96.2

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 9/17 FGV CPI IPC-S Sep/15 0.20% 0.13%

ブラジル 9/17 貿易収支(週次) Sep/16 -- $1106m

ブラジル 9/18 FIPE CPI-週次 Sep/15 0.32% 0.40%

ブラジル 9/19 SELICﾚｰﾄ Sep/19 6.50% 6.50%

米 9/19 経常収支 2Q -$103.3b -$124.1b

米 9/19 住宅着工件数 Aug 1235k 1168k

ブラジル 9/20 登録雇用創出合計 Aug 55000 47319

ブラジル 9/20 税収 Aug 112000m 129615m

米 9/20 新規失業保険申請件数 Sep/15 210k 204k

米 9/20 失業保険継続受給者数 Sep/8 1705k 1696k

米 9/20 先行指数 Aug 0.50% 0.60%

米 9/20 中古住宅販売件数 Aug 5.38m 5.34m

ブラジル 9/21 IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA-15(前月比 Sep 0.18% 0.13%

ブラジル 9/21 IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA-15(前年比 Sep 4.37% 4.30%

米 9/21 ﾏｰｸｲｯﾄ米国製造業PMI Sep 55.0 54.7
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5.本日の主要経済指標 

来週のレアルは軟調推移を予想する。今週発表された世論調査の結果は、財政改革に後ろ向きとされる左派候補が支持率を伸
ばしていることを示し、大統領選の行方に対する不透明感がさらに高まっており、引き続き国内ではリスクを取りづらい状況が続
く。一方国外市場では、先週末インドネシアルピアが20年ぶりの水準まで下落したり、今週に入りインドルピーが対ドルで過去最
安値（2015年9月 4.24台）を付けるなど、新興国通貨が全般的に下落基調にある中、来週のレアルは再び過去最高値に迫る可
能性がある。
尚、来週は18‐19日にCOPOMが開催されるが、金利先物市場では金利の据え置きがほぼ見込まれており、市場に対する影響は
限られよう。


